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日本発のビッグデータ活用型ファンド 

「MASAMITSU データセクション・ビッグデータ・ファンド」設定のお知らせ 

 

データセクション株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長 CEO：澤 博史、以下データセクション）

が株価予測システムを提供している、ファイブスター投信投資顧問株式会社 (本社：東京都中央区、代表取

締役社長：篠原直人、以下ファイブスター投信投資顧問）は、「MASAMITSUデータセクション・ビッグデータ・

ファンド」を設定することといたしますので、お知らせいたします。 

当ファンドは、先日発表させて頂きました、Twitter・Blog などのソーシャルデータや、為替レート・日経平均など

各種経済指標等、様々なビッグデータの分析によって近未来を予測し、その結果に基づいて実際のファンド運営

を行う、日本で初めてとなるビッグデータファンドとなります。 

当ファンドは、ファイブスター投信投資顧問が平成 27年 7月 31日に募集を開始し、8月 28日より運用を開

始する予定です。 

 

注）当プレスリリース発表時点において、当ファンドの有価証券届出書の効力は発生しておりません。有価証券届出書を平成 27

年 7月 15日、金融庁に提出しており、その届出に関する効力は平成 27年7月31日に発生する予定です。 

 

■当ファンドの概要 

ファンド名：MASAMITSU データセクション・ビッグデータ・ファンド 

商品分類：追加型投信/国内/株式/特殊型（ロング・ショート型） 

有価証券届出書の提出日：2015年 7月 15日 

有価証券届出書の効力発生日：2015年 7月 31日 

設定日：2015年 8月 28日 

当初申込期間：平成 27年 7月 31日～平成 27年 8月 27日 

委託会社：ファイブスター投信投資顧問株式会社 

販売会社：今村証券株式会社、木村証券株式会社、共和証券株式会社、静岡東海証券株式会社、日 

産センチュリー証券株式会社、三田証券株式会社、リーディング証券株式会社、株式会社 SBI

証券（平成27年 8月 6日取り扱い開始予定）、楽天証券株式会社（平成27年８月28

日取り扱い開始予定） 

 

 

 

 



 

 

■当ファンドの特色 

（１）投資対象 

  主として、わが国の金融商品取引所上場株式に投資し、特定のテーマやセクター等に限定せずに割安株 

（バリュー株）・成長株（グロース株）のいずれも幅広く投資対象とします。 

（２）投資戦略 

  投資対象の選択に際して、「ビッグデータ」に基づく株価予測システムを活用し、人間たる「ファンドマネージャ

ー」の知見と合わせて、投資機会の極大化・投資タイミングの最適化を図り、ファンドリターンの極大化を目

指します。  

（３）投資手法 

  ポートフォリオ構築は株式ロングショート（買建て及び売建て）戦略を基本とします。  

 

■組織紹介 

データセクション株式会社（東京証券取引所マザーズ市場：証券コード 3905） 

 本社所在地：東京都渋谷区渋谷 2-17-2 太陽生命渋谷ビル 7階 

 代表者：代表取締役社長CEO 澤 博史 

設立：2000年 7月 

資本金：407,045 千円 (2015 年 3月 31日現在) 

 事業内容：SaaS サービス事業/リサーチコンサルティング事業/ソリューションサービス事業 

URL : http://www.datasection.co.jp/ 

 

ファイブスター投信投資顧問株式会社 

本社所在地：東京都中央区入船 1-2-9 八丁堀MF ビル 8階 

代表者：代表取締役社長 篠原 直人 

設立：2009年 4月 

資本金：211.75 百万円 

事業内容：投資運用業/投資助言・代理業 

URL：http://www.fivestar-am.co.jp/ 

 

■本リリースに関するお問い合わせ先 

データセクション株式会社 広報担当 

TEL: 03-6427-2565（代表） 

E-mail : info@datasection.co.jp 

 

ファイブスター投信投資顧問株式会社 お客様相談窓口 

TEL:03-3553-8711 

E-mail : info@fivestar-am.co.jp 

http://www.datasection.co.jp/


 

 

 

■ファンドのリスクおよび留意点 

・投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を

割り込むことがあります。また、投資信託は預貯金と異なります。 ファンドは、主に国内株式を実質的な投資対

象としますので、株式の価格の下落や、株式の発行体の財務状況や業績悪化等の影響により、基準価額が

下落し、損失を被る場合があります。 

・取得のお申込みの際は、販売会社から投資信託説明書（交付目論見書）をあらかじめまたは同時にお渡

ししますので、必ず内容をご確認の上、投資に関してはご自身でご判断ください。また、あらかじめ交付される契

約締結前交付書面などの内容もご確認ください。 

 

■収益分配金に関する留意点  

・分配金は､預貯金の利息とは異なり､ファンドの純資産から支払われますので､分配金が支払われると､その金

額相当分､基準価額は下がります。なお、分配金の有無や金額は確定したものではありません。 

・分配金は､計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超え

て支払われる場合があります｡その場合､当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになりま

す。また､分配金の水準は､必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。 

・分配金は､分配方針に基づき､分配対象額から支払われます。分配対象額は､①経費控除後の配当等収

益、②経費控除後の評価益を含む売買益、③分配準備積立金、④収益調整金です。  

 

■当プレスリリースについて 

当プレスリリースは、ファンドの商品性格および運用状況等についてお伝えすることを目的として、作成したもので

す。特定の商品の勧誘や売買の推奨等を目的としたものではありません。また、当プレスリリースは信頼できると

考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保障するものではありません。当プレ

スリリースに記載している各事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆または保

証するものではありません。当プレスリリースの記載内容、数値等については、作成時点のものであり事前の連絡

なしに変更されることがあります。 

 


